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《午後のポエジア》は日本人とポーランド人が家族や友

人ぐるみで広く交流する、市民に開かれたつどいです。 

出しものは朗読のほか、映像、歌やギター、篠笛、三味

線などと幅が広がって、次は何が飛び出してくるか、とて

も楽しみです。毎回ポーランドの女性たちが手作りしてく

ださるケーキも人気の的です。 

北海道は青葉の季節。北大正門から緑の木陰を進み

クラーク会館に着くと、会場はポーランドの香りがいっぱ

いです。お友達を誘ってお気軽にご参加ください。 

 

※詳しくは、同封のフライヤーをご参照ください。 

2014.6/14( ) 

PM 2:00 
30  
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第 8２号 2014. ５. 1５ 

北海道ポーランド文化協会会誌 

 

 

どなたも入場無料 

ケーキつき 

予約不要。直接会場へ

お越しください！ 

 

※写真は過去の

朗読会風景 

後援 

札幌市・札幌市 

教育委員会 

http://hokkaido-poland.com/pole.html
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講演会 
   

  

日時：2014 年 6 月 28 日（土） 

14 時～16 時 

場所：駐日ポーランド共和国大使館 

（東京都目黒区三田 2-13-5） 

 

※詳しくは、同封のフライヤーをご参照ください。 

日本時代の樺太にポーランド人がいたことは 

ほとんど知られていない 

わずかに残されている日本の公式資料を 

読み解いたものはみかけられない 

母国から１万キロ以上も離れた樺太に 

彼らは なぜ、残留の道を選んだのか 

 なぜ、日本人と共生したのか… 

日本とポーランドの交流史の空白を 

今、明らかにしたい… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小沼のチェハンスキ家のログハウス 

樺太時代のポーランド人の結婚式 

後援：   

～彼らはどこから来て、いかに生き、 
そして、どこへ帰ったのか～ 

本年２月にコザチェフスキ駐日大使が札幌にみえて、道庁赤レンガ庁舎の樺太関係資料館で

樺太残留・亡命ポーランド人の記録を見学されたのがきっかけとなって、東京での講演会が実現し

ました。稀な機会ですので、在京会員のみなさまに多数ご参加いただき、懇親の機会ともしたいと

思います。また北海道の会員のみなさまには、首都圏のお知り合いをこの催しにお誘いいただけ

れば幸いです。さらに、お誘いできる個人、団体の情報をいただければ、事務局より直接チラシ等

を送らせていただきます。よろしくお願い申し上げます。 会長 安藤厚 

 

講師 尾形 芳秀 
（北海道ポーランド文化協会会員） 
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豊原高等女学校に学んだポーランド女性 

参加希望者は６月 20日（金）まで

に以下へご連絡ください。 

携帯:090-6447-1700 (佐光); 

メール:ssamitsu@hotmail.com 
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新連載《都市の伝説》 トルン １ 

 
 

 

 

 

何百年も前の昔のこと、ヴィスワ川の曲がりくね

った所に町が建ちました。町の住民たちは、川の

流れの湾曲部での急激な変化がもたらす危険を

怖れ、安全な状態で暮らせることを切に願ってい

ました。それで町を城壁と塔で囲んで護ることにな

りました。 

建てられた塔のうちの一つが、自分のそばを流

れる川と話をすることが好きになりました。 

「大好きなヴィスワさん、わたしはあなたがうらやま

しいわ！ あなたは山々を通り過ぎ、谷間を通り過

ぎ、町々や村々を通り過ぎて海に注ぐまで流れて

ゆくのに、わたしはここに立ったままで退屈してい

るのよ」と哀れな塔は話しました。 

「それは本当ね。わたしはあなたに同情するわ。わ

たしは面白い場所ばかり眺めているから、一度も退

屈したことなんかないわ」とヴィスワは答えました。 

 

多くの時間が流れました。ヴィスワの生活はます

ます楽しくなってきました。川は途中で見たことを

いつも塔に話して聞かせました。しかし、まもなく塔

は自分の友達の話を聞くことを喜ばなくなりました。

塔は川に、話を止めてくれるように、頼みました。し

かしヴィスワは塔に無理やり自分の話を聞かせよう

としました。それでヴィスワ川の波はますます強く

塔の外壁を洗いました。塔は傾きはじめました。 

「ヴィスワさん、止めて！ 止めて！ 倒れちゃうよ！

（ルネン runę）」捨て鉢になって塔は叫びました。 

「ならば、倒れよ！（ト、ルン To ruń）」とヴィスワは

答えました。 

ちょうどその時、二人の商人が旅をして町に近づ

いてきました。遠くから町の城壁と塔が見えました。 

 
 

「あれは何という町なのだろうね？」と二人は興味

をもって、尋ねるように、口をそろえて言いました。 

「ト、ルン！（ならば、倒れよ！）」というヴィスワの言

葉がこだまとなって二人の耳に響きました。 

「トルンだとさ」 

こうして「トルン」がこの町の名となりました。 

＊  ＊  ＊ 

Toruń（トルン）の町名の起源を説明する民衆に

よる民間語源説です。 

「ト to」は「それならば」という意味の接続詞、「ル

ン（ルニ）ruń」は「ルノンチ runąć 倒れる」という動

詞の命令形（２人称単数）です。 

「ヴィスワ川Rzeka Wisła」、「塔baszta」は共に女

性名詞で、擬人化されると女性になります。 

栗原 成郎（東京大学名誉教授） 

 

 

ヴィスワ川とトルンの城壁の塔 

Legendy Toruńskie,«Literat», Toruń, 2007 より 

ヴィスワ川よりトルン旧市街（左）と新市街（右端）を望む（ウィキペディア日本語版より） 
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新連載《ラジオ深夜便より》 

 

岡崎 恒夫 
 

今年は 1989 年の民主化からちょうど 25 年目に

当たるので、この 25年間でワルシャワにとって何が

一番大事な出来事だったかという市民投票を行っ

たところ、ダントツで「地下鉄建設」が一位でした。 

建設着工が 1983年、95年に全路線の半分ほど

が開通して、全線開通は 2008年ですから、着工か

ら実に 25 年かかっています。ところが、その全線と

いうのが１路線 23 キロだけ、端から端まで 40 分弱

で行けるのですから驚きです。ロンドン地下鉄の

400キロ、パリの 201キロ、東京の 304キロ、大阪の

129 キロと比べて、小人と巨人の違いです。札幌地

下鉄の総路線の半分、東西線の長さとほぼ同じと

いえば、札幌の皆さんにはわかりやすいでしょう。 

その地下鉄建設の計画は戦前からあり、計画さ

れては消え、つぎもまたその繰り返しといった状態

でした。こんなに時間がかかった主な原因は、まず

ポーランドが旧大陸にあるため、どこも砂地ばかり

で地盤が極めて弱いことが挙げられます。戦前は

地盤を強化するための技術が未発達で計画倒れ

になりました。着工した共産主義時代は、弱体化し

た共産主義を回復するための秘策として地下鉄工

事を始めたものの、結局財政が持たなかったという

のが真相のようです。 

着工した当初わが息子は小学一年生でした。わ

が家から旧市街にある学校までバスで 40 分近くか

かるので、地下鉄ができれば渋滞もなく速く学校に

行けると期待していたのですが、出来上がったとき

に彼はすでに 31歳の社会人になっていました。 

全路線 23 キロの間に駅が 21 あります。地下鉄

全体の職員は1,700人で、そのうち140人ほどが運

転手だそうです。毎日 50万人の乗客を運び、市民

の足として大活躍です。 

工事が始まった頃、地上の道路は、自動車数が

少ないこともあって、渋滞など特別な日にしかあり

ませんでした。25 年かけて建設しているうちに社会

主義から自由経済主義に変わり、それに伴ってモ

ータリゼーションが急速に進みました。初めの頃、

道路はこんなにガラガラなのに、なぜあちこち道路

を閉め、掘り返して地下鉄などを作るのかといぶか

っていたのですが、今や地下鉄なら 10 分で行ける

ところを、自動車だと小１時間かかることを思えば、

こういうのを「先見の明」というだと納得しています。 

現在ワルシャワでは新たに東西線を建設中です。

工事が始まってすでに３年以上経っていますが、

川底の下を通らせるという難工事があったりして、

開通は延び延びになっていて、これから何年かか

るか見通しが立ちません。「来年までにプウ・メトラ

できる」という、市民の間で流行った笑い話がありま

す。このプウ・メトラの意味は、「地下鉄の半分」とい

う意味と「半メートル」(50センチ)の意味があります。 

では、ワルシャワの地下鉄の長所を市民の声か

ら拾ってみましょう。 

その一：スピード。年ごとに長くなる地上の渋滞

をよそ目に、地下鉄は確かに早くその上時間通り

に運行されるので市民の信頼を勝ち取っています。

また地下鉄の駅周辺には駐車場が設けられていて、

市外から自動車で来た人が最寄の駅に駐車して

地下鉄に乗り換えることが流行っています。ラッシ

ュ時には３分間隔ぐらいで運行されています(これ

ワルシャワの地下鉄 

おかざき つねお 1944年中国・
瀋陽（奉天）生まれ、下関で育
つ。1970 年よりワルシャワ在
住、ワルシャワ大学日本学科講
師、東洋学部副学部長を歴
任、現在は同特任講師、NHK
ラジオ深夜便「ワールドネットワ
ーク」ポーランド・リポーター。 



岡崎 恒夫 

 
5 

は日本と同じでしょうか)。 

その二：車輌も駅も清潔なこと。ニューヨークの地

下鉄のような落書きは一つもありません。地下鉄と

いえば埃っぽかったり、特別なにおいが漂ったりし

ますが、開業 20 年になろうというのに、ここの地下

鉄は全くそんな気配はありません。最新アンケート

によれば、車輌内の清潔度は 83％、駅は 91％が満

足しています。私もヨーロッパの多くの国で地下鉄

を利用しましたが、確かにワルシャワの地下鉄はき

れいです。最近 CNN が選んだ全ヨーロッパで最も

美しい 12 の駅の中に入っています。 

その三：高齢者、身障者、子供連れの母親、車

椅子利用者のためのエレベーターは各駅に複数

備わっていて、大変評判が高いです。乳母車や自

転車の持ち込み、さらに動物（犬、猫）を連れて乗

ることも可です。 

各駅のホームのデザインがそれぞれ違うので、

駅名を知らなくてもどの駅にいるかわかるように工

夫されています。これもたった１路線 21 駅しかない

ワルシャワ地下鉄の特徴かもしれません。 

ただ、いいことばかりではなく、朝晩ラッシュ時の

込みようはかつての日本を思いだします。車内の

広告も多すぎてあまり評判がよくありません。しかし

こんなことも吹き飛んでしまうくらいワルシャワ市民

は地下鉄が好きで、もうこれ抜きでの移動は考えら

れないという人がたくさんいます。  

 

 

 

 

新シリーズ《ポーランドからの便り》 

 
松本 照男 

 

１．桜の花咲く国、日本という美称 

日本の経済ミッションなどがポーランドにきて、パ

ーティーなどの折り、ポーランド側の挨拶の冒頭で

「桜の花咲く日本からお越しの皆様を心より歓迎い

たします」という表現にしばしば出会います。単に

«from Japan»ではなく「桜の花咲く国」という美称で、

ポーランド語では«z kraju kwitnącej wiśni»といいま

す。他の欧米諸国のどの国が日本をこのような美

称で呼んでくれるでしょう？ 

わたし自身このような表現に何百回となく出会い

ましたので、あるときそういうポーランド人に「あなた

はなぜ日本をそのような美称で呼ぶのですか？」と

聞いてみました。「なぜといわれても困りますが、昔

「ラジオ深夜便」と岡崎恒夫先生 

 ポーランドの言葉も文化を知らないまま、主人に

ついて曇り空のもと落ち葉の舞い散るワルシャワの街

に足を踏み入れたのは、1976 年の秋でした。当時の

ポーランドは社会主義国家であったため、自由な日

本からまいりました私は種々の習慣の違いに驚くこと

の多い毎日でした。そのようなときワルシャワ大学の

岡崎恒夫先生と知り合い、ワルシャワで生活するにあ

たっての必要な情報をいろいろ教えていただいたお

かげで、一年間のワルシャワ生活を無事に楽しく送る

ことができました。 

あるときふと NHKの深夜の FM放送を聞いていまし

たら、ワルシャワの岡崎先生の歯切れの良い、懐かし

い声が聞こえました。海外リポーターとしてワールドネ

ットワークを担当されていることを知りました。それ以

来、この放送を必ず聞いています。放送予定は月刊誌

『ラジオ深夜便』で分かります。 

栗原朋友子 

 （栗原朋友子） 

まつもと てるお 1942年、埼玉

県生まれ。明治大学法学部

卒、ポーランド政府奨学金を受

けて留学、ワルシャワ大学大学

院ジャーナリズム研究所修士

課程修了、同政治学研究所博

士課程中退。ワルシャワ在住

のジャーナリストとして活躍。 



POLE 82 (2014.5) 

 
6 

から日本のことはそう表現するものだと、知らぬまに

頭に入っています」というのが圧倒的多数の答えで

す。ポーランド社会のなかに、なにやら漠然とした

親日感情があるのは肌で感じますが、それがどこ

からくるのかは、充分判らないままでした。 

さあ、それからがわたしの探索の旅の始まりです。

キーワードともいえる「桜の花咲く日本」を手がかり

に、1970 年代に各層のポーランド人に聞きまわり、

図書館や古文書館で書物や雑誌、写真などをい

ろいろ調べてみました。 

２．親日感情の源泉 

ポーランド人が日本に親近感をいだく源泉ともい

える４つの事項について簡単にご説明します。な

お、日本とポーランドの正式な国交樹立は 1919 年

３月ですから、それ以来の両国の交流期間は（戦

後の国交断絶期間も含めて）わずか 95 年です。 

 

１）日露戦争の影響 

まず日露戦争の影響を「敵の敵は味方」という言

葉で説明したいと思います。当時、ポーランドは帝

政ロシア（…ばかりではありませんが）の圧政に苦し

み、ポーランド人にとってロシアは、いわば不倶戴

天の敵でした。当時は日本にとっても、ロシアは

（いまや死語でしょうが）「仮想敵国」でした。つまり、

広大なロシアという「共通の敵」をはさんで、ポーラ

ンドと日本は隣国同士だったわけです。 

そうした状況のなかで、近代ポーランド史で最大

の英雄、あるいは統治者と評価されるユゼフ・ピウ

スツキ(1867-1935)=写真１=という軍人・政治家が、

日露戦争開始５ヵ月目の 1904 年７月、密かに日本

を訪れ、日本軍部に、ロシアに対抗する「日ポ軍事

同盟」を提案しています。のちにポーランドの独立

を達成し元帥・国家元首となったピウスツキの日ポ

軍事同盟案は、このときは実現しませんでしたが、

かれは日本側の対応に終生恩義を感じ、後年、日

露戦争で軍功のあった日本軍将官５１名に高位の

軍事勲章を授与しました。その滞在時に通訳を務

めた川上俊彦は、初代ポーランド駐在日本公使と

なりました（在任期間：1921 年５月−1923 年２月）。 

ちなみに、ユゼフの兄ブロニスワフ(1866-1918)=

写真１=は、ロシア皇帝暗殺の陰謀に加わったとし

て、弟とともに樺太（サハリン）に 15 年間の流刑に

なり、刑期終了後はサハリンや北海道でアイヌをは

じめ少数民族の研究を行い、多量の写真や音声

資料（ろう管）を残しました。また樺太アイヌの酋長

の姪を娶り、その子供たち（子息と娘）は戦後北海

道に移住し、そのご家族は現在も日本で暮らして

おられます。その子孫の木村さんご一家は、ポーラ

ンドを訪問してピウスツキ家の子孫の方とも交流し

ております。昨年 10 月には、1903 年夏にブロニス

ワフがアイヌ調査のため滞在した白老に、ポーラン

ド政府によってかれの顕彰碑が建立されました。 

ロシア軍のなかには何十万人ものポーランド人

が徴兵されており、日露戦争で日本軍の捕虜とな

ったロシア兵約８万人のうち約 20％（１万６千人）は

ポーランド人といわれます。捕虜たちは四国の松

山を中心に日本国内 28 ヶ所に収容されましたが、

日本側の尋問に多くの捕虜が「わたしはポーランド

人だ」と名乗り出たとのことです。この事態に驚いた

日本側はポーランド人をロシア人と区別して収容し、

丁重に扱いました=写真２=。こうした対応には、捕

虜の取り扱いを定めたハーグ条約（1899 年）の精

神にのっとり、国際社会で日本を文明国として認め

させたいという思惑もあったようです。 

日本側の思惑はともかく、日本での捕虜生活に

多くのポーランド人はよい印象を持ったようです。

祖国へ帰還後、多くの人々が書いた「捕虜滞在記」

などたくさんの回想録を読んでみますと、「サムライ

魂あふれる日本人」「恩義にあつい日本人」等々、

亡国のポーランド人捕虜を丁重に扱った日本人に

対する感謝や恩義の記述があふれております。 

1982 年、現役ジャーナリストだったわたしは、前

年にポーランドに戒厳令をしいたヤルゼルスキ将

軍の主席政治顧問で、グルニツキという方にインタ

ビューすることができました。雑談になって、同氏は

「わたしには夢があります。乃木将軍や東郷元帥の

伝記を書きたいのです」と語りました。よく聞いてみ

ると、グルニツキさんの伯父さんが捕虜として日本

で過ごし、子供の頃には日露戦争と日本滞在中の

話を何十回も聞かされ、日本へ格別の思いをいだ

いて育ったのだそうです。 

また、旧体制時代に在野のインテリゲンツィアの

代表的存在だったストンマさん（数年前に亡くなら

れました）も、伯父さんが豊橋で捕虜生活をしてお写真１：ユゼフ(左 )/ブロニスワフ(右 )・ピウスツキ 
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写真２左：ポーランド人捕虜が収容された松山・雲祥寺 写真２右：松山・御幸町のロシア人墓地  

ポーランド人の墓碑が 12 基ある 

り、戦間期にヴィルニュスの週刊誌に連載した「捕

虜滞在記」の切抜きを読ませていただきました。 

日露戦争に関連して、もうひとつお話ししておき

たいのは、大国ロシアが極東の小国日本に敗北し

たことが、ヨーロッパ大陸に心理的にはマグニチュ

－ド７か８という激震をもたらしたことです。つまり帝

政ロシアの屋台骨に緩みが生じ、ヨーロッパの既

成の体制に大変革がおこるかも知れないという予

感が沸き上がったのです。ウジュでは帝政ロシアに

対する市民の大反乱がおきました。独立を失って

いたポーランド社会のなかに、日本という国の光が

輝くばかりの明るさで差込み、ポーランド人に希望

をあたえ、将来への明るい展望をもたらしたのです。

このインパクトはまことに強かったようです。 

 

２）第一次大戦のドイツ人捕虜 

つぎは第一次大戦のドイツ兵捕虜の話です。ご

承知のとおり日本は戦争末期に参戦し、中国のチ

ンタオ（青島）に駐留するドイツ軍を攻めて４千数百

人を捕虜にしました。 

かつてポーランドは近隣の三大国、ロシア、ドイ

ツ、オーストリアに三度にわたり国土を分割併合さ

れ、1795年には全土を併合されて国の独立を失い

ました。現在のポズナンも、ドイツ（当時はプロイセ

ンといいました）に併合されました。 

ポズナンからドイツ軍に徴兵された多くのポーラ

ンド人の一人、クレメンス・ヘルフネロフスキ（1892− 

1971）さんは、チンタオでドイツ兵として日本軍の捕

虜になりました。捕虜たちは四国の松山や丸亀、

のちには坂東に収容されましたが、当時、日本は

文明国と評価されたいという願望からでしょうか、捕

虜の取り扱いは寛大だったようです。 

捕虜たちは無聊をなぐさめるためスポーツや音

楽にいそしみました。日本人はかれらの器械体操

の演技に神業をみて、器械体操のグループに日

本人への指導を乞い、たちまち優秀な日本人体操

選手が何人も育ちました。ついには３ヵ月にわたる

模範演技の日本全土巡回公演が組織されました。 

この器械体操グループのチーフがポズナン出身

のクレメンスさんで、日本の器械体操の生みの親

はポーランド人だったといってもよいでしょう。1918

年に独立を回復したあと、クレメンスさんは体操選

手、のちにはコーチや国際審判として活躍しました。

同氏にとって日本は終生忘れられない希望の地だ

ったようです。東京オリンピックのときには審判の一

人として来日したそうです。 

ちなみに、最近の日本では年末の恒例行事とな

ったベートーベンの第九を、日本ではじめて演奏

したのは、坂東収容所のドイツ将兵捕虜でした。 

 

３）ロシア革命とポーランド蜂起軍 

1917 年のロシア革命後、ロシアには内戦の嵐が

吹き荒れ、各国列強のシベリア介入があったことは、

歴史の授業でよくご存じと思います。日本軍もその

列強のひとつでした。 

当時シベリア在住のポーランド人が蜂起軍を組

織して赤軍（ロシア軍）と戦いましたが、戦闘に破れ、

約８千人の兵士が赤軍に降伏します。内戦の最中

ですから、赤軍も捕虜の処遇にこまり、最終的には

日本軍が赤軍と交渉して、数千人のポーランド兵

を軍用列車で大連まで輸送し、そのあと船で祖国

に送り返しました。こうして日本軍の保護のもとに祖

国に帰還したポーランド兵が、123 年ぶりに独立を

回復したポーランドの軍隊の中核となるのです。 

このとき日本軍の援助で祖国へ帰った兵士の一

人に、第二次大戦が始まったとき首都ワルシャワ防

衛軍の司令官を務めたチューマ将軍がおります。

かれは戦間期には、つぎにお話する、同じくシベリ

アから帰還した孤児たちや、駐ポ日本武官とも、と

ても親しいお付き合いをしていたそうです。 
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４）日赤によるポーランド孤児救済 

日赤によるシベリアからのポーランド孤児の救済

は、100 年近い日ポ交流史のなかでも最もインパク

トの強い出来事のひとつで、ポーランド社会にたい

へん強い印象をあたえ、ポーランドにおける親日

感情の最大の源泉といえるかもしれません。 

1920（大正７）年と 22（同９）年に、日本赤十字社

が国際難民救済事業の第一号として、１歳から１６

歳のポーランド孤児 765 名を、シベリアから敦賀経

由、東京、大阪を経て、123 年ぶりに独立を回復し

たポーランドへ送り返したのです=写真３=。孤児た

ちを日本船で祖国へ送り返すまでの詳しい事情は、

それだけでゆうに一冊の書物になりますので、別の

機会に譲りたいと思います。 

救済事業の背景には、1920 年にシベリア出兵し

た日本軍がウラジオストックを中心に 22 年 10 月ま

で駐留しており、軍用船の利用が可能だったこと、

またポーランド人の救済委員会会長の日本外務省

や日赤に対する救助請願に応じて、日本の善意を

国際的にアッピールしたい状況にあったこと、そし

て純粋に慈悲の念から積極的に援助に応じる気持

ちもあったと思われます。 

独立を回復したばかりで、荒廃した国土復興の

意気に燃えるポーランドの社会状況のなかで、帝

政ロシアに反抗して流刑になったポーランド人の

子孫の子供たちが日本の援助で母国に戻ってき

たことに、興奮しないポーランド人はいなかったで

しょう。国の将来を担う子供たちは国の宝、という気

分が国中を支配したのも当然といえましょう。 

当時の新聞雑誌類を図書館や古文書館、知人

の蔵書などで数多く読みましたが、「義侠心あふれ

る日本人」「サムライ魂の日本民族」「子供を国の宝

として育てる日本人」「桜の花咲く国からの帰国者

たち」等々、日本への賛美や感謝の文字があふれ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポーランドの人々は 1904−05 年の日露戦争のあ

と 1920年代中頃までに、「桜の花咲く国」日本への

熱い思いを胸の底に深く植えつけたのです。日本

の援助で母国へ帰還した孤児たちは成人しても、

戦間期はもとより、第二次大戦から戦後の共産主

義時代になっても、恩義あふれる日本について、

家族や友人知人に語り続けました。1922 年に１歳

だった人は、いま生きていれば 92歳です。当時 10

歳以上で日本の記憶を強く持つ人々はもうほとん

どが亡くなりましたが、残された子供や孫たちは、

父母や祖父母から日本滞在の話を、目を輝かせて

聞いたと、たくさん証言しております。 

 

その由来を知らないままに「桜の花咲く日本」と

表現するポーランド人の心の底には、代々受け継

がれてきた、往事の日本への感謝や賛美の念がＤ

ＮＡ（遺伝子）のなかに刷り込まれていて、日本人

をみるとその遺伝子が騒ぐのかもしれません。 

こうしたポーランド人の親日感情は、たぶんに

「片思い」的なところもあるようです。一方的にポー

ランド側から惚れ込まれた日本側には、最近でこそ

「ショパンの国」というイメージはあるものの、一般に

は、幅広い親ポ感情があるとは思えません。 

とはいえ、「森へ行きましょう、娘さん」をポーラン

ドで最もポピュラーな民謡とは知らずに歌ったり、

「向こうの森で鳴いてるカッコウ…」の歌を知ってい

たり、ショパンの一節「雨だれ」を学校で習ったり、

1800 年代に帝政ロシアに反抗して蜂起したときの

流行歌「ワルシャヴィアンカ」を──70 年安保の頃

──学生が歌ったりと、普段あまり意識しないのに、

ポーランドのものが日本社会に結構浸透している

のも確かです。 

ともあれ、ポーランドのように、いたく日本びいき

の国があることも知っていただきたいと思います。 

写真出典 

写真１左(Jozef Pilsduski. Photo 1930)：ウィキペディア

日本語版；同右（1903 年函館，井田写真館にて）：

ピウスツキの仕事─白老における記念碑の除幕に

寄せて，井上絋一編集責任，北海道ポーランド文

化協会，北海道大学スラブ研究センター，2013.10 

写真２左・右（稲葉千晴撮影）：日本におけるポーラン

ド人墓碑の探索，エヴァ・パワシュ=ルトコフスカ，稲

葉千晴編集，ポーランド文化・民族遺産省文化遺

産局，ワルシャワ，2010 

写真３：日本赤十字社と人道援助，黒沢文貴，河合

利修編，東京大学出版会，2009.11 
写真３：ポーランド孤児（日本赤十字社所蔵） 
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手作りのポーランド料理は 

 いかがですか?! 

 

2010 年から北海道大学の大学祭で定期的にポ

ーランド人留学生のお店（テント）を出しています。 

北大祭は毎年６月最初の週末に、市民の皆さんを

お迎えして、クラスやサークルの皆さんがさまざまな

お店やイベントを催します。食べ物を作って売るお

店が多く、留学生たちはほとんどが自分の国の料理

を作っています。 

出店場所は総合

博物館の前あたり

（北 10西 8）。普段日

本では食べられな

いポーランドの食

べ物を出します。

ぜひ、おいしいポ

ーランド料理を食

べにきてください。 

北海道大学ポーランド人留学生会 

 

 

後援：                    北海道ポーランド文化協会 

 

至
札
幌
駅  

 

【メイン】ポーランド風コロッケ krokiety 
ポーランド風ソーセージ kiełbasa 

【スープ】ポーランドのお味噌汁と呼ばれる 

ジュレック żurek 

バルシチ barszcz 

【デザート】リンゴパンケーキ racuchy 
子供のときから大好きだったよ! 

過去のメニュー Best 5 

～超オススメ！～ 

６月５日（木）～８日（日） 

9 時～21 時 

※日曜日は午後 2時閉店。【ご注意】 

※土日は混雑が予想されます。 

ポーランド人とのおしゃべり＆展示

を楽しむなら、平日がオススメ！ 

開
店
の
お
知
ら
せ 
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Rafał Rzepka  

 1974 年シチェチン生まれ、 

ポズナニ大学新言語学部 

卒（日本語学修士）、日本 

政府奨学金を受けて北海 

道大学、小樽商科大学に留 

学、北海道大学大学院工学研究 

科博士課程修了、現在は同情報科学研究科助教

として人工知能の研究に従事。家族は妻と一男。 

 

 

ラファウ・ジェプカ 
 

来日する前から日本の子供の生活の恐ろしさに

ついていろいろ聞いていました。生まれてすぐ教育

レベルの高い幼稚園に登録され、幼いときからど

んな大変な状況にも耐え、打たれても壊れない会

社員になるために朝から晩まで兵隊のように育てら

れるというイメージに私は怯えていました。そのため、

札幌に来て日本の子供たちの笑顔を見たときは、

本当にホッとしました。でも心の中では「これは刑務

所から一時出所した嬉しさの表情かもしれない」と

いった疑念が離れませんでした。

二、三回聞いたり読んだりした

話がいったん頭に刷り込まれる

と、取り除くのはとても難しいと

痛感させられました。 

日本の子供に対するこのよう

なステレオタイプはいったいどこから来たのかすぐ

には思い出せないのですが、おそらくその大きな

源となったのは、日本に関する旅行記や面白おか

しく煽り立てるような記事などです。このような記事

は 21 世紀になってから目立って増えてきましたが、

すでに 1970−80 年代にポーランド人が書いたもの

にもそのような傾向がありました。のちに英語で読

んだ本でも同じような話を何度も見かけたので、多

分著者が面白いと思った話に尾ひれがついて、い

ろいろなところで繰り返されてきたのだと思います。 

こうしたステレオタイプを作り上げてきたもうひと

つの大きな要因は、ポーランド人同士が会話をす

るとき、何かについていいことばかりを話すと、自然

と「悪いところも言わないといけない」とバランスを保

つためにネガティヴな「逆の面」も話題にするという

傾向で、日本好きの集まりでも「日本人は家族を大

事にしない」「日本は引きこもりの国」「日本人はク

ジラやイルカを殺し過ぎ」など、日本の社会問題に

ついて議論が絶えません。 

日本に来ても、それらの問題が実際どれほどの

規模のものなのかは分かりませんでした。テレビに

はそういう話題が出ないよう政府がマスメディアを

管理しているのではと、社会主義の「嘘」の時代に

育てられた私は自然に考えがちです。 

しかし、日本語がちゃんと読めるようになり、直接

日本人の友達と話したり、インターネットで調べたり

できるようになると、日本社会の自由度が分かって

きました。問題の規模や一般的な日本人の考え方

など、両面を見ながら確認できるようになりました。

事実の両面性という問題に興味を惹かれたので、

コンピュータによるバイアスのない情報抽出を研究

テーマの一つにしました。 

とはいえ、私が日本について

完璧な知識に達したわけではあ

りません。友達の数も限られて

います。同じような考え方を持つ

人と仲良くなるので、そこから形成される考えはどう

しても偏りが出てきます。このように限られた人を通

した知識の形成には限界があります。それではイン

ターネットという手段はどうでしょうか。インターネッ

トで得られるすべての情報を読むのは不可能です

し、コンピュータプログラムに抽出してもらっても、

現状では、コンピュータによる言語理解の技術は

新シリーズ 

《北海道のポーランド人から》 
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意味の処理という点ではまだまだ未熟で、やはり誤

った知識が形成される可能性が高いのです。 

そこで思ったのは、やはり自分自身の努力が

不可欠ではないかということです。日本の大学に

入学してその仕組みが大体分かってくると、日本

の大学に対するネガティヴなイメージはほとんど

が作り話だと判明しました。 

 

つぎの心配は、日本に生ま

れて育てられる子供の将来を

決定する環境でした。妻は日本語の勉強をしなが

ら同じ北大でポーランド語を教えていましたし、子

供には日本語も必要だと思って長男を保育園に入

園させることにしました。ポーランドではそもそも「保

育園」（żłobek）自体が非常に評判が悪いので、ポ

ーランドにいる私たちの母たちはパニックになりま

した。子供がポーランドのやり方のようにほっとかれ

るか、日本のやり方で兵隊のように厳しく育てられ

てロボットになるのではないかと心配したのです。 

しかし、私たちはステレオタイプの多くが嘘だと

分かり（そのほとんどは程度の差か、場所による違

いです）、いくつかの保育園を見学し、楽しそうに

笑いながら走っている子供たちの姿を見て、ちょっ

と安心して預けることにしました。それでも心配は

残っていましたが、まだ言葉をしゃべらない息子か

ら保育園の出来事を報告してもらうことは不可能

なので、先生方が書いてくれる「連絡帳」という情

報を唯一のソースとして活用しました。 

そのうち突然、保育園をもっと知るためのチャン

スが現れました。それは「後援会」です。親が集まり、

園長先生や他の保育士のみなさんといろいろなイ

ベントを企画する会です。その集会にはどんな質

問でも答えてくれる先生たちと、似た悩みをもつ親

たちが参加し、とてもためになったので、さらに大き

な安心を得ることができました。活発に参加し一生

懸命な姿を見せてしまったため、私はどんどんと組

織の前面へと押し出されました。後援会長に祭り上

げられ、勉強だけではなく、例えば子供の安全の

ための活動にも参加することになりました。 

このような経緯で、長男が小学校に入学したとき

は、躊躇せずに PTA の活動に参加しました。最初

は学級代表、そのあとは PTA 副会長に誘われまし

た。保育園と比較したらいろいろ忙しかったので、

会長にならないかと誘われたとき、副会長より楽そ

うに見えたので会長を選びました。普段使わない

敬語の多い挨拶がメインの仕事だと聞いて、やっと

自分の日本語の大きな弱点の一つをなくすチャン

スにも見えました。もちろん他にも大きな理由が二

つありました。一つは日本の学校を中から見ること

ができること、二つ目は外国人の立場からのメッセ

ージを発することでした。 

「外国人だから無理」というセリフはよく耳にしま

すが、現実には「地元の言葉が出来ないから無理」

というケースが多いと思います。「文化や考え方が

違いすぎる」というのは言い訳に過ぎません。個人

の「事実を知る気のなさ」と社会の「やる気のなさ」

が問題だと思います。 

 

異国の生活や文化に関して、書物やメディアを

にぎわせるプロの文筆家の発言には、編集者に面

白さをアピールするための誇張もあると思います。

国の本当の姿は近くから見るべし、ともいえます。 

そこで、専門家ではない私たちが日本の文化、

ポーランドの文化について、自分自身で経験した

こと、感じたことを率直に《Pole》のようなポーランド

好きの方々向けの会報に書くことは、とても価値の

あることだと思うのです。ぜひ《Pole》の読者のみな

さまといろいろな経験をシェアしたいと思います。

今後は北海道に住んでいるポーランド人の声を集

めて、ご紹介していきたいです。 

 

PTA会長として入学式で挨拶する筆者 運動会の挨拶で活躍する筆者 
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）と
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新シリーズ《ブロニスワフ・ピウスツキの縁で》 

 

 

 

ヴィトルト・コヴァルスキ 
 

2013 年 10 月 19 日、この日は秋の陽光のもと、

穏やかで熟成した薫りに包まれていた。その薫りは、

葦の匂いも軽く身にまとい、きらきらと輝く傍らの湖

から木造の広い公共施設の方へと流れ込んでいた。

この日、日本の北海道・白老の地を支配していた

のはまさしくこのようなオーラであった。ここには、今

日では絶滅しつつあるアイヌ民族の生活を再現し

た野外博物館がある。すでに亡くなった数世代に

わたるアイヌ民族の魂が、この祝典にふさわしい天

候を彼らの神々に請い願ったのだ。 

アイヌの名誉ある同胞ブロニスワフ・ピウスツキは、

1903 年に白老でアイヌ人のもとに逗留した。これを

記念して、彼の胸像の除幕式が｢ポランド｣という遠

国の政府と北海道の行政府の代表者を迎えて行

われるのだ。 

まず大きなチセのひとつで、強度に日本化され

た現代アイヌ人である、野外博物館に勤務する老

人たちによる祈祷が行われた。アイヌ人たちの間に

は、新鮮な白樺の皮で編まれた花冠を頭にかぶっ

た「ポランド」国の文化･国家遺産大臣ボグダン・ズ

ドロイェフスキが腰を下ろした。次には招待された

来賓たちが色鮮やかなゴザで飾られたピウスツキ

像のもとへ赴き、この出来事にふさわしいいくつか

の演説のあと（100 名を超える来賓がポーランド語

を濃密に耳に

したのはよいこ

とだ）、ズドロイ

ェ フ ス キ 大 臣

が駐日ポーラ

ンド大使、北海

道副知事らの

名士たちととも

に除幕を行っ

た。それらの名

士たちのなか

でもとりわけ注目に値するのは、井上紘一教授で、

彼は日本人や、サハリンに暮らすロシア人にブロニ

スワフの功績をたゆまず伝えてきた布教者である。 

次に来賓は湖畔に並ぶチセを巡回し、多種多

様なアイヌの踊りや儀式のデモンストレーションを

見学した。残念ながらことばの壁のため、出演する

アーティストたちの技能を評価することは、外国人

には最後まで困難であった。踊りのあと、立派な祝

宴の時が訪れた。そこでは、日本で生まれたピウツ

スキの孫・木村和保=写真１=が来賓を出迎えた。 

シャンパンがほとばしり、海草類の魅惑的な美し

さや、驚くほどツルツルで噛みごたえのある、スライ

スされた新鮮な（まるで毒入りのような）タコの足を

楽しみ、食べかつ賛嘆しながら、何度も杯を合わ

せて、ポーランド＝アイヌ＝日本の友情が刻まれた。

えり好みしない私の食道に降りかかってきた料理

に対する責任感は、国際的レベルであると自覚し

ていたので、私は青白い顔をして、褐色の藻や生

の海草などをあれこれ味見したのだった。 

日本の海底から私の皿へと直接たどり着いたもの

ではない食物に対するノスタルジーを、高級なアル

コール飲料で洗い流していたとき、「ポランド」の文

化遺産大臣が筆者のもとへ近づいてきた。彼は、

ブロニスワフが思春期（1882−85 年）に書き残した

｢日記｣のポーランド版完本の初公刊を個人的に援

助したいと提案してくれた。大臣は私が編集した

｢日記｣のロシア語版を読み、ポーランド語での出

ブロニスワフ・ピウスツキ 

Witold Kowalski (1946−)オッ
クスフォード大学大学院修
了、ポーランドの作家、ブロニ
スワフ・ピウスツキの妹ルドヴィ
カの孫。ブロニスワフに関して
も多くの著作がある。昨年 10
月のピウスツキ像除幕記念セ
ミナーで講演を行った。 
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版に一役買いたいというのだ。私は驚いて、飲み

込んだばかりの「昆布」を吐き出しそうになった。落

ち着きを取り戻すと、協定締結の印に、「ポランド」

の国家遺産の保護者と、つつましい筆者は色あせ

た残りのシャンパンのグラスを重ねた=写真２=。 

ブロンズ像、ポーランド政府による顕彰、｢日記｣

の原語版の出版の約束、まさにこれらこそ、陽光に

溢れて香り立つ秋の日がブロニスワフと妻チュフサ

ンマにささげた贈り物である。生者の間にあって二

人に寄り添い、彼らとともにこの日を祝福したのは、

もっとも強い絆で彼らと結ばれた孫・和保だった。 

｢わしはその場におった。蜂蜜と……｣訳注１ 

おっと、まだ終わりではない。翌朝、道都札幌の

大学で、ブロニスワフにささげる特別な学術セミナ

ーが開催された。 

オープニングは駐日ポーランド共和国大使や、

ブロニスワフの孫・木村和保と、豪華な顔ぶれであ

った。続いてセミナーが始まった。最初に井上紘一

教授が、セミナーに招待されたが参加できなかっ

たヴロツワフのアントニ・クチンスキ教授からの手紙

を代読した。次にワルシャワ大学のエヴァ・パワシュ

＝ルトコフスカ教授はブロニスワフ・ピウスツキが生

きた時代の日本・ポーランド関係の概要を報告した。

残念ながら、この講義は日本語で行われ、通訳イ

ヤフォンの不調もあって〈…〉筆者にはほとんど理

解できなかった。 

最後に、クチンスキ、井上両教授と同様、ブロニ

スワフ・ピウスツキ研究に貢献したアルフレト・マイェ

ヴィチ教授は、われらの主人公の栄光にいたる道

程、そして彼の残した著述や物質文化資料が現世

代の人々へ伝えられ周知されて、ヨーロッパやアジ

アの諸民族のグローバル文化のなかで卓越した地

位をかち取るまでの複雑ないきさつについて語っ

た。マイェヴィチ教授は英語で話し、日本製の視聴

覚機器は、彼に対しては戦いを挑むことなく従順に

従った。〈…〉 

筆者もこれらの学術的脱線の間に割ってはいり、

ピウスツキ一族の民族帰属、両親がブロニスワフ、

ルドヴィカ、アダム、そしてまたピウスツキ家の他の

兄弟たちに授けた、才能や天賦の才のみならず、

欠点や苦悩をめぐる遺伝的悶着についても考察す

ることを提案したのだった。 

そして筆者が自身の高邁な結論へと到達しようと

していた矢先、小さなサイズのひらひらとした白い

衣装を身にまとった、エネルギー満タンの生物集

団が会場のなかへ走りこんできたのを目の片隅で

確認し、地球外生物の襲撃に違いないと判断して

〈…〉話の流れを省略し、急ぎ足で話を終えた。 

パニックを起こす必要はまったくなかった。〈…〉

それは札幌こどもミュージカルの若い（幼いといっ

てもいい）アーティストたちだったのである。この作

品は体育の授業の前のエネルギッシュなウォーミン

グアップのようにもみえるし、（関係者の話では）「ピ

ウスツキの蝋管」に記録されたアイヌ語の祈祷のテ

クストに関する思想的な｢ミュージカルオペラ｣のよう

でもあった。〈…〉 

｢わしはそこにおった。蜂蜜とワインを飲み、自分

の目で眺め、貧弱な耳で聴いたのじゃ……｣ 

おっと、まだ終わりではない。ブロニスワフにつ

いての「オペレッタ」にほろ酔い加減になった北海

道大学の主催者たちは、以前の取り決めに反し、

マイェヴィチ教授や私の講義の完全な英語テクスト

を、知識を渇望するインターネット利用者に提供す

ることを決定した。北海道大学の演壇上でパニック

を起こした筆者の様子とはうらはらに、そこで語ら

れたことは何ひとつ省略されないことが、業（カルマ）

によって決定された。ご興味のある読者諸兄は、以

下のリンク（北海道大学 HUSCAP）を参照のこと。 

http://hdl.handle.net/2115/53485 

また、白老の銅像のスポンサーである駐日ポー

ランド大使館は、この機に「ポーランドの偉人」10 人

の肖像画入

り の 小 さ な

（とはいえ価

値 の あ る 、

唯 一 の ） 日

本郵便記念

切 手 シ リ ー

ズ も 発 行 し

た。80 円切

手が 10 枚

並んだシー

トの上で、ブ

ロニスワフ・

写
真
２ 

除
幕
式
の
祝
宴
で 

ズ
ド
ロ
イ
ェ
フ
ス
キ
大
臣
（右
）と
筆
者 

http://hdl.handle.net/2115/53485
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ブロニスワフ・ピウスツキ像建立記念 

北海道白老 二〇一三年十月十九日 

ポーランドの偉人 

ミコワイ・コペルニク(1473-1543)天文学者 

ヴィスワヴァ・シンボルスカ(1923-2012)詩人 

ヤヌシュ・コルチャック(1878-1942)教育者 

ユゼフ・ピウスツキ(1867-1935)政治家 

アンジェイ・ヴァイダ 映画監督 

レフ・ヴァウェンサ 「連帯」指導者 

ヨハネ・パウロ 2世(1920-2005)ローマ教皇 

フリデリック・ショパン(1810-1849)作曲家 

イグナツィ・バデレフスキ(1860-1941)ピアニスト・政治家 

マリア・スクウォドフスカ・キュリー(1867-1934)物理学者 

写真３の記載内容 

ピウスツキの胸像が存在感を示している=写真３=。 

そのあと 10 月 25 日に東京の首相公邸で外務省

主催のレセプションがあって、井上教授のご好意

でマイェヴィチ教授と筆者もこの歓待にあずかった。

公邸を退出するとき、井上教授は安倍昭恵首相夫

人〈…〉に、マイェヴィチ、コヴァルスキ両名の講義

を収録し、タイミングよく北海道大学により発行され

た記念冊子『ピウスツキの仕事』を手渡した。「宣伝

広報活動」の領域では常套の、井上教授の作戦は

完璧な名人芸だった。安倍首相ご本人に冊子を手

渡しても、首相はすぐに〈…〉その存在を忘れてし

まっただろうが、〈…〉非凡なアイディアでよく知られ

る昭恵夫人が何かの拍子に、もし同冊子を手に取

ったなら…… 

「わしはそこにおった。蜂蜜とワインを飲み、別れ

際に首相夫人から彼女の肖像画入りの石鹸のよう

なもの（もしかするとチョコレート）もいただいた」 

今度こそは、終わりがやって来た。 

実際は、やって来たのは、終わりではなく続きだ

った。正確には二日後に、ブロニスワフの唯一の男

系の孫であり、ピウスツキ家の男系最後の生き残り

の和保（運命は彼に娘のみを授けたから、男系は

彼で途絶える）が、ブロニスワフの子孫と家族の集

まりに筆者を招待してくれたのである。 

読者諸兄に知っておいていただきたいのだが、

ブロニスワフはチュフサンマ以外の、いかなる女性

との間にも子を持たなかったし、彼の孫、ひ孫、玄

孫はすべて、現在は日本に住んでいる。東京のレ

ストランでの会食には、別々の家系を代表する十

数名の子孫が集まった。北海道からはブロニスワフ

の娘キヨの孫・須藤由美と高橋睦雄の両家系、横

浜からはブロニスワフの息子木村助造の息子和保

の家系の人々がやって来た。全員の名をすぐに覚

えるのは不可能で、筆者はすっかり途方に暮れた。

和保の勇敢な長女加奈子は機転を利かせて、ヨー

ロッパからやって来て頭がのぼせた筆者のために

席次図=写真４=を素描してくれた。〈…〉 

状況をよく理解するのはそれほど容易ではなく、

推測するのはさらに困難だった。というのも、神は

はるか昔に、ことばの壁をわれわれに与えたからで

ある。そこで助けとなったのは、ビールと酒である。

カブトイカとヤリイカを交互にかじり、辛い海草の入

った料理を食べながら、お互いを理解しなければ

ならなかった。 

筆者は日本で 10 日間暮らしたあと、日本料理の

かかえる問題に意識的になった。糖尿病、がん、

活性酸素、福島の原子力発電所の最近の事故後

に残された放射性同位元素の問題などを知ったの

で、褐色の海草どころではなかった（名称からして

ややこしい。調理後は、この海草はいっそう緑にな

るのだから）。日本酒は燗でも、冷やでも、何ともい

えないほど素晴らしかったが、杯を数杯傾けると、

世界はいっそう理解し易くなった。〈…〉 

さらに数杯を重ねるや、畏怖の念を起こさせる睦

雄は、1906 年に彼の曽祖父ブロニスワフが曽祖母

チュフサンマ（と二人の子供）を運命にまかせて、

海の彼方へ永久に去った（彼女の業（カルマ）は、彼

らにはそういう風にみえた）のは何故か、筆者には

本当に分からないのだということを理解してくれた。

 

写
真
４ 

ピ
ウ
ス
ツ
キ
家
の
交
歓
会
（上
）と 

席
次
図
（下
） 

写
真
・須
藤
秀
明 
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さらに数杯おかわりをし、睦雄の姉・由美とは、ま

るで記憶にないほど前の時代から私たちが互いに

知っているかのように、親戚として固い握手を交わ

した。一方で、私は魅力的な加奈子に、自分には

未婚の息子がいて、彼女も未婚であることを執拗

に説明していた。もし話の折り合いがつくなら、何も

いうことはない…… 

これでブロニスワフ・ピウスツキにささげた祝典も

終わりを迎えた。｢わしはその場におった。蜂蜜とワ

インを飲んだが、あごひげをつたわるばかりで、口

には一滴も入らなんだ……｣訳注１ 

しかし「ポランド」の国家遺産の現在の相続人と

締結した協定はどうなるのだろうか。それは守られ

るだろうか。よく知られているように「神の恩恵はま

だら馬で騒ぐ」訳注２。一方では pacta sunt servanta

（合意は拘束する）ともいわれる。〈…〉昔はそうだっ

たが、現在はどうかは、やがてわかるだろう。一年

か二年後には、新刊の『ブロニスワフ・ピウスツキ日

記』について書評が読めることになるかもしれない。

〈…〉 （佐光伸一訳） 

訳注１ スラブの昔話の結びの決まり文句。｢〈…〉蜂蜜と

ワインを飲んだが、あごひげをつたわるばかりで、

口には一滴も入らなんだ……｣と続く。 

訳注２ ポーランドのことわざ、正確には「神の恩恵はま

だら馬に乗る」。権力者、金持ちの約束は当てにな

らないという意味。 

ポーランド語原文: Witold Kowalski, “Polska honoruje 

w Japonii Bronisława Piłsudskiego” 

※スペースの都合で、一部割愛〈…〉しました。 

 

 
 

 

 

私たちのよきパートナーであり、さまざまな企画

でお世話になったポーランド広報文化センターのミ

ロスワフ・ウチュコ前所長が本年１月に任期を終え、

２月末に着任されたミロスワフ・ブワシュチャク新所

長が４月１日に運営委員会を来訪されました。 

新所長はシロンスク県（県都カトヴィツェ）のタル

ノフスキェ・グルィという人口６万人ほどの町に 16年

前に日本文化センターを創設し、その所長を長く

勤めた経験を踏まえ、「“地方”“文化”という視点か

ら、北海道ポーランド文化協会とよい関係を築きた

い」と語られ、６月に開催される二つの例会への全

面的な支援を約束してくださいました。 （佐光伸一） 

 

 

 
５月 15 日に、コザチェフスキ駐日ポーランド大使主催

の「憲法の日」のレセプションにお招きをいただき、安藤

（会長）、霜田英麿（東京事務所長）、尾形（運営委員）

が参加しました。約 300 人出席の盛会で、在京会員の

遠藤郁子さん、熊倉ハリーナさんにもお会いしました。 

大使はご挨拶で、今年は新生ポーランドの出発点と

なった「自由選挙」から 25 周年、NATO 加盟 15 周年、

EU 加盟 10 周年という節目の年にあたり、ポーランドと日

本の友好・協力関係は、政治、経済、文化にわたって飛

躍的に発展し、新たな段階に入りつつあると強調されま

した。 （安藤厚） 

写真・尾形芳秀 

《できごと》 

ブワシュチャク新所長（前列左から３人目）を迎えて 

「憲法の日」レセプションで（左から）大使、遠藤、霜田、安藤 
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藤野 知明さん、水上さえさん、本谷英一さん、

青木緑さん、山本弘子さん、秋田正惠さんが入

会されました。 

どうぞ宜しくお願い致します。  （事務局） 

     

 

 
 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同封した招待券を 

ご使用ください。 

会費納入のお願い 
 
本年度も残すところ４ヵ月になりました。会

費未納の方は至急納入をお願いします。 

当協会の活動は皆様の会費で賄われてい

ます。引き続きご理解とご支持をよろしくお願

いします。 

【郵便振替口座】 02740-5-19735  

【名義】北海道ポーランド文化協会 

※郵便局で ATM扱いなら手数料は無料です 

 

ご寄付ありがとうございます  
 
感謝をもってご芳名を掲載いたします。 

 栗原朋友子（4）  

※（ ）内は口数：1口千円、敬称略 
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 佐光 伸一／ラファウ・ジェプカ 

氏間多伊子／尾形 芳秀／栗原朋友子   

〈ポズナン市在住。津田モニカさん〉 

幼いころから文学に親しみ、特に日本の文学に 
興味を覚える。俳句は４年前から詠みはじめる。 

 

złota forsycja  

pochylona nad płotem  

pilnuje domu  
 

 

ポーランドでは祝祭日期間が続いています。

「神のいつくしみの主日」の祝日には、教皇ヨハ

ネ・パウロ 2世が聖人として宣言されました。「神

のいつくしみの主日」は復活祭後の最初の日曜

日で、ポーランドの修道女・聖ファウスティナの

おかげで広まりました。「神のいつくしみの主

日」からの 1 週間を、ポーランドのカトリック教会

では「いつくしみの週間」として祝います。 

さらに、今年はちょうどこの期間中に「職人・

聖ヨセフ」の日と、5 月 3 日の「ポーランド女王・

聖処女マリア」の祭日がありました。 

また、5月 3日は「5月 3日憲法」の記念日で

もあります。私たちの住む地区では、家々に国

旗が掲げられ、私たちの建物もきれいに着飾っ

ています。 

 

今後の活動予定      

日時 ： 6 月28 日（土） 
午後 2時～4時 

場所 ： 駐日ポーランド共和国大使館 

（東京都目黒区三田 2-13-5） 

講師 ： 尾形 芳秀 氏 

※どちらも同封のフライヤーをご参照ください。 

〈第 69回特別例会〉（東京にて）講演会 

「樺太時代に生きたポーランド人」 

〈第 68回例会〉朗読会 

「午後のポエジア」 

日時 ： 6 月14 日（土） 
午後 2時（開演 30分前） 

場所 ： 北海道大学クラーク会館 3F 

国際文化交流活動室 

日時 ： 10 月中旬 

場所 ： 検討中 

〈第 28回〉定例総会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

-
 

 

 

-
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

-
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

〉 

〈
岩
見
沢
市
在
住
。
霜
田
千
代
麿
さ
ん
〉 

１
９
９
２
年
よ
り
作
句
す
る
。
伝
統
俳
句
協
会
員
。
現
代 

俳
句
協
会
員
。
北
海
道
俳
句
協
会
選
者
。「
夏
至
」
同
人
。 

 

 



POLE82 (2014.5)      http://hokkaido-poland.com/POLE/POLE82.pdf 

 

 

北海道ポーランド文化協会会誌 

POLE 第 82 号（2014 年 5 月） 

目  次 

〈第 68 回例会〉朗読会へのご招待「午後のポエジア」part4･･････････････････････････････ 1 

〈第 69 回[東京]特別例会〉尾形芳秀「樺太時代に生きたポーランド人」[案内] ･･････････････ 2 

栗原成郎〈都市の伝説～トルン１〉「トルンの町の名の起こり」･･･････････････････････････ 3 

岡崎恒夫〈ラジオ深夜便より〉「ワルシャワの地下鉄」･･･････････････････････････････････ 4 

松本照男「日本に近親感を持つポーランド人」･･････････････････････････････････････････ 5 

手作りのポーランド料理はいかがですか?! 北大祭に出店します (北大ポーランド人留学生会) 

[2014.6.5−8] ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 9 

ラファウ・ジェプカ〈北海道のポーランド人から〉「百聞は一見に如かず～日本で PTA 会長 

を体験して」･････････････････････････････････････････････････････････････････････ 10 

ヴィトルト・コヴァルスキ「日本におけるポーランド政府のピウスツキ顕彰事業に参加 

して」･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 12 

佐光伸一「ブワシュチャク新所長ご来札！」[2014. 4.1]、安藤厚「５月３日『憲法の日』の 

レセプションに参加」[2014.5.15] ･･････････････････････････････････････････････････ 15 

霜田千代麿・津田モニカ〈ポーランド＆ニッポン歳時記〉／ [事務局より] 今後の活動予定： 

朗読会「午後のポエジア」、〈第 69 回 [東京] 特別例会〉講演会 [尾形芳秀]「樺太時代に生 

きたポーランド人」、〈第 28 回〉定例総会････････････････････････････････････････････ 16 

 


	1p　表紙　ポエジア14
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